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　今月号の総説は，国際医療福祉大学教授・荒川孝先
生による「尿管結石の積極的治療方針」です。先生が
結石治療の第一人者であることを皆様ご承知のことと
思います。先生ご自身の長年の臨床経験に基づく独自
の見解・理論を展開されており，読み応えのある興味
深い内容です。
　また，手術手技「腹腔鏡下手術時代における開放手
術」は，泌尿器科の代表的な手術であった「被膜下前
立腺摘除術」です。30 年ぐらい前の日本泌尿器科学会
総会および各地区総会において，先輩諸氏が術式の工
夫・改良，手術時間および術中出血量などに関して熱
く議論されていたことを思いだします。今回の 3 論文
においてはおのおの筆者のこだわりや思い入れが感じ
られ，執筆された先生の年齢を推測できます。小生も
泌尿器科医修行時代のことを思いだし，ひそかな興奮
を覚えましたので，蛇足とは思いますが自験・私見を
述べたいと思います。
　小生は，前立腺肥大症の治療はすべて TURP という
聖路加国際病院・岡本重禮博士の指導下で臨床研修を
行いましたので，この手術を執刀しましたのは卒後 7 
年目，福島労災病院に赴任してからです。第 1 例目の
症例で，腺腫摘出の際，前立腺被膜が裂け，大量出血
をきたしてしまいました。当時，自他共に「手術の名
人」と認識されていました泌尿器科部長の千葉隆一博
士に「へたくそ」「被膜切開が小さいからだ」と怒鳴
られたことが忘れられません。幸い，労災病院には前
立腺肥大症の患者さんが多数おられましたので，千葉
部長と張り合うことができるようにと，日夜，国内外
の手術書の精読および手技の練磨と工夫を重ねたこと

が懐かしく思い出されます。
　各筆者も述べられていますが，本手術で最も重要な
ことは，短時間で手術を終えることと考えます。その
ためには，前立腺被膜の露出の際に静脈出血をさせな
い　/ 離操作と，腺腫摘出のために十分な前立腺被膜の
切開を行うこと，腺腫摘出後，必要最小限の止血のみ
とし，すみやかに被膜を縫合閉鎖，手術を終えること
に尽きると考えています。小生は腺腫摘出後の止血操
作は，膀胱頸部粘膜を前立腺床に確実に縫着すること
のみとしています。すなわち，膀胱頸部の中央に切開
を置き，そのおのおのの断端に針糸をかけ，これを前
立腺床側壁より被膜外，さらに被膜内に運針・誘導す
ることにより膀胱頸部粘膜を前立腺床に的確に縫着で
き，前立腺動脈が確実に圧迫止血されます。この方法
であれば輸血は原則不要で，1 時間以内に手術を終え
ることができます。翌日より食事を開始でき，皮膚・腹
壁切開による疼痛を除き，患者さんへの侵襲は大きい
とはいえないのではないかと思います。現在の大学に
移り 20 年以上が経過した現在，「被膜下前立腺摘除
術」の適応となる症例は，年間 1 例程度と稀ですが，
若い先生方も経験しておくべき重要な術式と考えま
す。
　セミナー「新しい手術器械の応用」では，非接触凝
固法である「アルゴンビームコアギュレーター」を紹
介していただきました。内視鏡や腹腔鏡に対応したプ
ローべも開発されており，泌尿器科領域の手術におい
ても多用されるものと考えます。その他，原著と症例
報告がおのおの 2 編，画像診断と小さな工夫がおのお
の 1 篇と盛り沢山な内容です。 （藤岡知昭）
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